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全身性エリテマトーデス患者における骨粗鬆症および骨折に関連する因子の検討： 

京都ループスコホート 

中島 友也，土井 啓史 

 

京都大学医学部附属病院に通院中の SLE 患者さん 246 人（年齢中央値 47 歳・女性 91%）を対

象に、腰椎、大腿骨骨密度と関連する因子について検討を行ったところ、骨代謝マーカー（25-

ヒドロキシビタミンD、TRACP-5b、BAP、ucOC、および血漿ホモシステイン）の中でBAP

のみが腰椎、大腿骨両方の骨密度と関連しており、骨密度との相関係数が最も高いことが分か

りました。また椎体骨折の有無と椎体骨折に関する項目を除いた SDI スコアにも関連を認め、

これらの結果から副腎皮質ステロイドを含む SLE 治療薬を使用中の中年女性を中心とした

SLE 患者集団における骨代謝マーカーBAP の有用性や、SLE における骨粗鬆症管理の重要性

が明らかになりました。 

 

https://doi.org/10.1093/mr/road014 
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